
 

 

 

立夏を経て、朱夏へ向かう季節の５月１６日に 

８０余名が集会所に集い、今までとは少し趣を 

変えた 第６回「生活ゼミナール」を開催しま 

した。 

二丁目住民による音楽演奏バンド“ユーカリ・ジェイジェイ・フォー プラス ワン”の

皆さんにより、ハワイアン・歌謡曲・唱歌童謡等２１曲が演奏され、また参加者全員によ

る合唱等で、会場は熱気と興奮の２時間が流れました。 

それは、参加者一人ひとりの まさに「青春ど真ん中」の、午後のひとときでした。 

参加された皆さんが、子供の頃に口ずさんだ歌詞、若き日に聞きなれた懐かしい思い出の 

メロディー、今まで折に触れ親しんだ曲が心の情景をよみがえらせ、瞼に浮かび上がらせ

てくれました。あの日あの頃の思い出が、心の底から湧きあがり、脳裏と会場の中を、駆

け巡ったことでしょう。 

最後の曲「今日の日は、さようなら」を 

全員で合唱し、尽きない時間を終わる事 

としました。 

青春の時の夢のかなった人も、かなわ 

なかった人も、皆んなで楽しく歌える 

今の幸せを感じて頂けたのではないで 

しょうか。 

                       

演奏者の皆さん、参加された皆さん、大変有難うございました。 

集会所の楽しかった続きは、今夜も夢であいましょう！ 

 

 

 

◇サムエル・ウルマン 詩｢青春｣より 

  青春とは人生の ある期間を 

ではなく 心の持ち方をいう 

  青春とは人生の 深い泉の 

清新さをいう 

 

 

 


